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Excelを使っての処理例
　＜Excel＞　度数分布はFREQUENCY 関数･･･････････････････････････§1-3
　＜Excel＞　平均値は AVERAGE 関数････････････････････････････････････§1-6
　＜Excel＞　最頻値は MODE 関数･････････････････････････････････････････§1-8
　＜Excel＞　Excel の VARP 関数が便利･････････････････････････････････§1-10
　＜Excel＞　標準偏差は STDEVP 関数が便利････････････････････････§1-11
　＜Excel＞　標準化は STANDARDIZE 関数･･･････････････････････････§1-12
 ＜Excel＞　正規分布の確率を求めるに･･････････････････････････････････§3-3
 ＜Excel＞　t分布の確率を求めるに･･･････････････････････････････････････§3-8
 ＜Excel＞　 2| 分布の確率を求めるには･･････････････････････････････････§3-10
 ＜Excel＞　２項分布の確率を求めるには････････････････････････････････§4-2
　＜Excel＞　階乗計算はFACT関数････････････････････････････････････････§6-4
　＜Excel＞　 ( ) ( )f x C 1n x

x n xi i= - - の値を求めるには･･････････§6-5
　＜Excel＞　正規乱数を発生するNORMINV関数･････････････････§6-6
 ＜Excel＞　ベータ分布の確率を求めるには･････････････････････････････§7-1
　＜Excel＞　共分散はCOVAR関数、
　　　　　　　相関係数はCORREL関数が便利･･･････････････････････§8-3
　＜Excel＞　クロス集計表を作成するには
　　　　　　　ピボットテーブルが便利････････････････････････････････････････§8-4
　＜Excel＞　「データ分析」の「回帰分析」を利用･･･････････････････§9-1
　＜Excel＞　決定係数R2は
                　　「データ分析」の「回帰分析」を利用･･･････････････････§9-2
　＜Excel＞　「データ分析」の「回帰分析」を利用･･･････････････････§9-3
　＜Excel＞　ソルバーを利用してカテゴリーウェイトを求める･･････§10-2
　＜Excel＞　相関比を最大にするカテゴリーウェイトを求める････§10-3
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